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事業概要

1. 期間
開始：2023年8月
終了：2026年3月

2. 最終目標

3.成果概要

（開発項目１）再エネ導入拡大に資する調整力電源の水素混焼発電運用技術の確立
（開発項目２）発電所向け沖縄県内未利用副生水素の供給モデルの構築
（開発項目３）再エネ電力有効活用によるターコイズ水素製造モデル構築

（開発項目１）
2024年3月より吉の浦マルチガスタービン発電所にて、水素混焼実証試験を開始(定格35MW、混焼比率30vol％を達成)
2024年度以降、実施計画に定める各種試験を実施し、調整力電源における水素混焼発電運用技術を確立した。

（開発項目２）
沖縄県内の未利用副生水素供給モデル構築に向け、副生水素の成分分析や供給設備・体制等の検討を実施した。

（開発項目３）
余剰再エネ電力を活用したターコイズ水素及びカーボンナノチューブ（CNT）の製造コストについて、
DMR設備(メタン直接改質設備)の運転条件別に試算を実施した。
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3-１. 調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立

①．調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立
島嶼部あるいは小規模系統（将来的には再エネ導入拡大する各地）で顕著に見られる周波数変動対応としての
水素混焼技術／運用技術について、小規模独立系統であり周波数変動の著しい沖縄エリアにおいて先行して実証試験を行う。

商用ピーク電源での運用に必要な技術課題 周波数変動の著しいエリアでの運用に必要な技術課題

水素燃料供給開始時の出力調整
（適切な水素混焼起動停止手法の確立）

水素混焼によるNOx値変動

水素混焼による出力制御等への影響

商用電源・ピーク電源に求められる運用時の安全、
安定的な水素混焼発電の起動停止手法や混焼の制御精度等

急峻な負荷・周波数の変動への対応

急峻な周波数変動に対する安定運用性の確保安定的な無負荷運転への移行
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試験①
天然ガス⇒水素混焼切替試験 （例）

水素混焼率：0vol%→30vol% 
出力：27MW

試験① 天然ガス⇒水素混焼切替試験
・ 天然ガス専焼から水素混焼へ切り替えた際の運転状態を確認。※初期混焼率5vol%から目標混焼率まで上昇
試験結果
・ 出力が落ち込んだり乱れたりすることなく、水素混焼状態への移行が可能であった。
・ LNGから水素混焼への切替では排気ガスNOxが15%程度上昇するものの、環境協定値はクリア。

3-１. 調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立
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出力スイング試験
・系統運用で用いられるEDC（Economic load Dispatching Control、経済負荷配分制御）や
AFC（Automatic Frequency Control、自動周波数制御）を想定して、数分間以上の周期の負荷変動を
与え、安定的に出力を追従できるか確認を行った。
試験結果
・混焼率設定一定の下、中長期周期の出力スイングに対して水素ガス流量制御、および出力制御が十分に追従可能
であることが確認できた。

3-１. 調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立

出力スイング試験 （例）

水素混焼率：30vol% 
出力：11MW⇔32MW
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ステップ応答試験
・短い数秒から数分程度の周期の負荷変動であるGF（Governor-Free、ガバナフリー）信号を模擬した
ステップ応答試験を実施した。

試験結果
・出力一定の状態から、周波数変動に換算したとき±0.15Hz相当のステップ状の出力変動指令を与えても水素流量
制御や出力制御の追従性に問題がないことが確認できた。

3-１. 調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立

ステップ応答試験 （例）

水素混焼率：15vol%,30vol% 
出力：14MW
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周波数変動時における実商用系統試験
・各種試験において水素混焼の安定性を確認した後、系統の負荷変動が大きい時期の実商用系統において

調整力機能について最終的な確認試験を実施した。
試験結果
・顕著な周波数変動（大口需要家の操業ON/OFF）が発生しても安定的な水素混焼が可能であり、

実商用系統における調整力電源として十分に機能することが実証された。

3-１. 調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立

周波数変動時における実商用系統試験 （例）

水素混焼率：30vol% 
出力：14MW, 32MW
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